
 

※今回の主な変更箇所：赤字 

大雪山国立公園 

公園区域及び公園計画の変更案の概要 
 

１．背景 

大雪山国立公園は、北海道の中央部に位置し、北海道最高峰の旭岳（2,291m）を主峰とする大雪

火山群をはじめ、トムラウシ山から十勝岳連峰、石狩岳連峰などの壮大な山々や、北海道を代表す

る河川である石狩川と十勝川の源流地域を含む一帯が国立公園に指定されています。 

本公園は、昭和９年 12 月４日に指定され、昭和 52 年に十勝川源流部原生自然環境保全地域の指

定に伴い、公園区域の一部削除が行われています。平成７年に公園区域及び公園計画の全般的な見

直し（再検討）が行われた後、平成 15 年に第１次点検が行われ現在に至っています。 

 今回の点検では、平成 15 年に実施した第１次点検から、利用実態や社会情勢の変化等を勘案し、

必要な変更を行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２．変更案のポイント 

 登山道の管理手法の変化や、利用拠点の強化といった観点から、必要な計画を追加します。また、

事業実施の見込みがない計画の削除を行います。 

 

 

大雪山国立公園 

 

園地事業計画の追加（十勝三股）
集団施設地区の削除（十勝三股）

歩道事業計画の変更（トムラウシ山線）

車道事業計画の追加（原始ヶ原線）

歩道事業計画の変更（大雪山縦走線）

集団施設地区の拡張（糠平） 

歩道事業計画の変更（石狩連峰縦走線） 

車道事業計画の変更（大雪ダム糠平上士幌線） 

車道事業計画の変更（士幌然別線） 

集団施設地区の整備計画の変更（層雲峡） 

資料１－２ 



 
３．変更案の詳細 

（１）保護規制計画の変更 

  北海道河東郡上士幌町（第 2種特別地域から第１種特別地域への振替） 4.91ha 

 

（２）利用施設計画の変更 

・集団施設地区 

  層雲峡集団施設地区の整備計画区の変更（北海道川上郡川上町） 

  糠平集団施設地区の区域の拡張（北海道河東郡上士幌町） 

  十勝三股集団施設地区の削除（北海道河東郡上士幌町） 

 

・単独施設 

  追加：十勝三股園地（北海道河東郡上士幌町） 

  削除：愛山渓野営場、大雪台園地、白楊平野営場、天人峡野営場、十勝岳スキー場、岩間

温泉避難小屋 

 

・道路（車道） 

  追加：原始ヶ原線（北海道富良野市） 

  変更：大雪ダム糠平上士幌線、士幌然別線 

 

・道路（自転車道） 

  削除：天人峡線 

 

・道路（歩道） 

  変更：大雪山縦走線、石狩連峰縦走線、トムラウシ山線 

  削除：三国沢ユニ石狩線 

 


